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なりあっている。 しかし， 1977年にガーシェ Yグロ :/2)はとの評価に一つの深
り東畑精一・中山伊知郎訳『シ品シベーター十大経演学者』日本評論新社 1952， 205頁。
幻 AlexanderGerschenkron (1904-1978)， An Economic spu吋 th叫 failed，Princeton U:叶




年 歳出 歳入|牛 歳出 歳入 1 年 歳出 歳入
1848 256.3 160.0 1878 503.5 410.6 1896 689.0 707.8 
54 531.1 366.1 79 454.3 394.8 97 7口8.7 741.1 
59 588.2 503.8 188日 432.1 422.2 98 760.2 763.2 
1862 394.6 500.9 81 479.6 442.3 99 769.0 799.1 
63 535.0 502.6 82 507.3 486.1 1900 802.6 827.1 
64 544.8 514.7 83 514.9 489.0 01 833.4 843.4 
65 496.6 510.2 81 543.0 510.4 02 &117.7 日63.8
66 793.1 501.3 85 529.5 524.6 03 879.5 878.9 
68 325.0 325.3 86 521.9 524.7 04 897.4 898.9 
69 300.0 323.2 87 566.9 528.7 05 915.0 941.0 
1870 332.3 355.6 88 567.3 513.7 。6 931.2 1004.3 
71 345.6 356.3 呂日 551.3 562.4 07 1141.9 1126.5 
72 353.0 367.2 1890 559.6 581.8 08 11R7.0 1194.2 
73 398.9 398.9 91 587.1 600.7 09 1441.8 1397.4 
74 400.2 400.3 92 6日8.4 617.7 1910 1450.7 1447.7 
75 391.7 391.8 93 629.8 659.2 11 1502.0 1541.4 
76 415.9 381.4 94 640.2 660.3 12 1592.2 1586.7 
77 415.5 388.1 95 664.8 698.4 13 1730.5 1743.0 
[出所 OsteneichischeAkademie der Wissenschaften， Die Habsburg町四manhie1848-
































3) オー ストリア学派について 般的に論じた拙稿「オ ストりア学派の社会的基盤Jr岡山大学
経済学会雑誌J18-.3/4 (lG86春子定〉も事照されたい。
4) Ludwig Bettelheim，Gabi1lon， "E.ugen von Bohm-Bawerk und die Brtisseler Zuckerkonven-
liul "， Zeitschrift jur Natiσnalokonomie VII (1936);“Eugen von Bohrn-Bawerk und die 
Kon vertierung、。nObligationen deτeinheitlichen Staatsschu!d七ZfNoVIII (1937). ミー
ゼスによれば，ベッテルハイムはベー ム バヴzルクの財政賓としてり活動町全体を対象とした
著作を公刊するはずであったが，ナチスに殺害さ九原稿も失われた。 Ludwigvon Mises， The 
Historical setting 01 the Austr叫 nSchool 01 ECOl印刷口. Arlington HOllse: New Rochelle， 






II ケルパー内閣 1900← 1904年
19C日年初頭に成立したケノレパー内閣は，いくつかの点でそれまでのオ一月ト

















5) ケルバー 政権成立の過程にヮいては， ケJレバー の部下となったジー クハルトD回想 Rudolf
Siegh.<!rt. Die letzten Jahrzehnte einer Grossmacht， Bertin， 1932， SS. 36正を参照叩また，
近年の研究として AlfredAbleitinger. Ernest von ]((叫rberund das Verfassungsproblem im 
Jahre 1900. Bohlau: Wien， 19マ3があるが，財政面についてはほとんど関心を示していない。





















細な宗量冒演記高をきっ'"けに攻撃の的ピなり 職務をおわれたことは， どー ゼスを絶望させる
に十分であった。L.v. Mises， Notes and Recollections， Libertarian Pre~s: South Holland， II
pp，貯 29しかし，ミ ゼスは彼の師ベ ム パグz ルクとケルパ り確執をしらない。
7) ケルパ がひそかに抱いていた政治構想は， I日未の政治諸勢力を横断して，経済発展に関心を
いだく広範な‘経済'党を与党とし C形成するζ とであった。より構想におい Cは，労働者階級
を基礎にお〈社会民主党色，好適なハートナ として考えられていた。 Gerschenkronp. 37.こ
れはケルパ 政権のE慨にとって重要な論点であるが，本稿ではそり点にはたちいることはでき
ない。
8) Gerschenkron， p.24 
9) オ ストリアの経済学者会議 GesellschaftOsterreichischer VolkswiIteが学会話Zeitschrift


















ベーム バヴ z ノレグの腹心γ ュピッツミュラーによれば，蔵相ベームはこの








10) Alexander Spitzmuller， •.• u.nd hat auch Ursach， es 四 lieb叫. Wien， 1955， S. 58 
Gerschenkron， p.86から重引。
11) Jo.'!eph A. Schumpeter，“ Eugen VOn Bohm-BawerkヘNeueosterreichische Bi噌 raph判
Wien， 1925， p.79 






















































13) Richard Charmatz， Osteγreichs innere Geschichte von 1848 bis 1907， Bd. 1I. 2. Aufl 
1912， S.150 f 























14) こDトピックについては， Bettelheim 1937の{也 A SpitzmoUer. "Die 4.2 Pr02. Einheit 
liche Rente und die Konversion deIselben im Jahre 1903" ZfVSV， X (1904); J05. Pureg 
ger， Funfzig Jahre Staat~schuld 1862-1912. Wien， 1912; von Mensi，“Staatsschuld" in 






一敵国債総額 5，450，204 5，424，366 5.403，177 
内 5%統一国債 5，027，353 1，406，472 1，406，481 
4%統一国債 3，614，501 3，614，492 
その他国債〈ラット債・鉄道債等) 3，640，593 3，761，393 3，872，568 
一般国債費用元金返潰 26，043 26，279 28，169 
利払い 223，165 223，395 215，431 
ハンガリ一政府負担費用 60，621 60，621 60，621 
国債費用総額 354，196 359，805 358，433 
狭義の予算支出総額 1，015，555 1，052，594 1，084，648 
広義の予算支出総額 1，715，317 1，759，686 1，794，673 
〔出所-) Osterreichisches Statistisches Handbuch， 1907， S.440. 452，456目
一般的低下にともなう国債相場の堅調は，各国の財政当局に国債借換えを促L，







































15) Puregger. S. 360. 





























18) Max Menger 1838-1911は，経済学者の Carl法学者の Antonの兄で自由派代議士。予算，
租枇営業期題のエキスパートとして活躍し，特に財政問題。委員会においては大きな発言力を
もっていた。

























19) Betβlheim 1937， S.5干Q
20) Bettelheim 1937， S.582.引用されたのは，出hm-Bawerk，“ Zins"は911)in Kleine Abhand-
lungen uber Kapital und Zins， hrsg. v. F. X. Wei凶.Wien， 1926， S.582 

























21) Betlεlheim 1937， S.570 
22) Bettelheim 1937， S.560. 
23) N. 1. Bukharin. PolitichesRαya ekonomiya rantie， Moskowa. 1919 
24) Puregger， S.365.， 8ettelheim 1~37. S. 583. 





















25) Bettelheim 1937. S. 559 
26) Bettelheim 1937. S. 561. 
